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2020年度は新型コロナウイルスの感染拡大にともない、大学の研究・教育は大
きな影響を受けました。
春学期のカリキュラムはオンライン講義を基本とし、秋学期は一部の実習系の授
業とゼミナールを対面とオンラインのハイブリッドで実施されました。
大学の学びとは、3つの学習法から構成されています。大教室でおこなわれる講
義、少人数によるゼミ、語学、実習やコミュニケーションによる科目、そして自学
自習です。そのいずれにしても、最終的には、そして本質的には、独立した個人の
問題意識が基本となります。大学の学びは、高校までとは全く違います。大学にお
いて学生とは、本質的に自己完結する（self-contained）学習者と定義されます。
コロナはデメリットばかりではありません。人々のつながりはオンライン化さ
れ、知識のシェアは急速に進みました。今までは参加が難しかったシンポジウムな
ども世界で数多く開催され、さまざまな機会を通じてアフターコロナの人間の未
来、社会の今後のあるべき展望を考えることができるようになりました。
こういう状況であるからこそ英知が試されるといえます。どんな時でも研究を止
めない、それが高等教育機関とくに研究大学にとって重要な価値であり、早稲田の
使命です。その決意のもとに大学や教員は学生に語りかけてきました。本学や社会
科学総合学術院でも様々なイベントを実施してきました。すべての学修の中でも独
自の思考の結果を論文としてまとめること、論文集に掲載されることは学問の精髄
であるといえます。それに加えて今号からは活動報告の掲載もできるようになりま
した。社学生の知と実践の新しい知のプラットフォームになればと思います。
このような学術の価値や原則がこれほどまで厳しく学習者一人一人に求められた
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ことはかつてなかったと思います。仲間や教授とディスカッションしたり、図書館
で本を借りたり、フィールドワーク調査を行ったり、研究の基礎として必須とされ
る活動がまったく思うように展開できない中、自分の問題意識をもとに探求すると
いう意思を貫くことは平常時とくらべても並大抵のことではなかったと思います。
当初は論文を書きたいと思っていたにもかかわらずコロナによって変更を余儀なく
され断念せざるをえなかった人も少なくないと思います。
このような中で、2020年度の学生論文集が予定通りに発刊できたことについて、
格別の思いが沸き上がります。投稿者は執筆内容を完遂するために多くの時間を費
やしますが、いつも以上に「産みの苦しみ」を経た闘いの成果が研究論文になった
わけです。掲載された論文は高い水準を満たし編集委員で認められたものです。投
稿してくれた学生の皆さんに改めて敬意を表したいと思います。
そして丁寧に論文指導をしてくださった教員や査読者の皆様に心より御礼を申し
上げます。また、社学生の皆さんにはぜひ来年のご自身の投稿を期待しています。
